
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計 32,000 8,985 7,200

598ha 未達成

○整備が必要な里山等の集約化：2,000ha（累計1７,100ha（見込み）)

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

450ha里山等の集約化

事業番号 10 02 21 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名
地域で進める里山集約化事業
(森林づくり県民税活用事業) 担

当
課

部局 林務部

3　多様な森林の整備の推進 実施期間 H20 ～ H29

県が関与
する理由

2,000ha

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

長野県森林づくり県民税条例
長野県森林づくり県民税活用事業

課・室 信州の木活用課

総合５か年
計画

プロジェクト  6-4-1 誇りある暮らし実現プロジェクト E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-4 森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

森林づくり県民税を活用し、荒廃が進んでいる里山の森林整備を集中的に促進するため、地域等が主体となって行う集落周辺の里山整
備のための森林所有者の同意取得等の条件整備を支援する。
成果目標：集約化面積：21,100ha(H20→H29累計)

○集落周辺部の未整備森林に起因した山地災害や獣害の発生が多発
○森林整備の実施にあたり面積が小規模な森林所有者が多いため、集約的施業が困難

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

整備が必要な里山等の集約化 補助金
整備が必要な里山等の集約化：598ha
補助率：定額（15,000円～30,000円）

32,000 8,985 7,200

7,200
2,048ha

27年度 28年度

当初予算 32,000

補正予算 -22,900

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

32,000 32,000 7,200

合計（A) 32,000

成果目標の達成状況

項目

Aの
財源

32,000 9,100

概　算
人件費

12.40 12.40 12.40 12.40

102,399

31,154 30,885 8,985

102,622

32,000 32,000 9,100 7,200

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

間伐が未実施となっている里山のうち、公益的機能の維持・向上を図る必要のある森林など優先して実施すべきエリアを整理し、地域の
代表者、市町村からの協力を得ながら集約化を推進する。

目標に対
する成果
の状況

〇　H26実績値確定によるH26末実績の変更
国の事業である森林整備地域活動支援交付金の活用が進み、森林経営計画による森林整備が主流になってきたこと、また同意が取得し
やすい森林の集約化が概ね完了し、不在村所有などにより森林整備の同意が得にくい森林が残り、これまで以上に集約化活動に時間を
要するようになっているから目標2,000haに対し実績598haとなった。

 概算事業費（B（A）+C） 133,553 133,284 111,607 109,822

102,399 102,622

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越
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